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夏野菜のおいしい季節になりました。今年もトマト、ナス、キュウリ等々、収穫を楽し
みながら農業部は大忙しの日々を送っています。全員がトマトでお腹いっぱいになる
毎日で、リコピンをたっぷり摂取してます！さて、事務所の改装準備も着々と進行中。
どんな暮らしを提案したいのか、どんな空間を感じていただきたいのか…私たちの思
いが形になってきています。また、私たち自身が長く過ごすオフィスも快適空間に生
まれ変わります。いよいよ今月上棟になります！（成島久美子）

表紙で座っている母屋の裏側は、僕が子どものころは怖い場所でした。
雨戸が締め切りの薄暗い廊下。さらに奥には古いトイレがあり、かくれん
ぼで探すのも隠れるのも嫌な場所でした。今の時代、家の中に怖い場所
なんてありません。僕が社長の昔話を聞いて驚くように、この話も今の子
どもたちに話すとびっくりするんだろうなと、ふと、思いました。（大敬）
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株式会社 住まい工房ナルシマ

〒302-0027 茨城県取手市駒場2-14-12
FAX：0297-73-6916

0120-885-119 ナルシマHP
Instagram
はこちらから

FINE PLACE を置いているお店

● Avilio Flowers  ● いばらきベーグル  ● castello  ● café ju-tou 
● café 温々亭  ● cafe hive  ● 季節野菜のごはんやさん テンサン
● クーロンヌとりで  ● こぶたのおやつ ● 新鮮野菜工房  ● ちゃいなはうす  
● 堤歯科医院  ● フットサル取手  ● Knot COFFEE  ● hakocafe  
● 鮨と旬の味 弥七  ● ベジカフェ＆レストラン リコ  ● ル・ソレイユ

etegami lesson!

『暑中見舞いを描く』

講　師 ▶ 吉川みか（きっかわみか）
日　程 ▶  7 月 25 日（月） 10:00～
場　所 ▶ 住まい工房ナルシマ
参加費 ▶ 1,500 円
定　員 ▶ 5 名

絵手紙教室

きゅうママの絵手紙の小部屋▶
お申し込み・お問い合わせは住まい工房ナルシマまで

7月のテーマ

https://www.narushimanoie.com
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ニヤットデザインのマリです

narush ima s ta f f  dayor i

ナルシマスタッフ便り なんでも
掲示板

牛乳を使って、白抜きをして、涼しげな暑
中見舞いを描いてみましょう。
その他に『わんぱう』という、薬品も使い
ます。

　樫村です。入社以来16年変わることなく、月一の
『FINE PLACE』の発送作業が、私の重要な仕事に
なっています。改訂前はB4版で、月替わりのカラーペー
パーでした。時にはポスティングで配ることもあり、道
に迷ったり、少しの段差につまづいて眼鏡を壊したり…
皆さんにいろいろ助けていただきました。
　そして新しくなってから２年、この頃はお迎え準備も
万端に、新刊がドサッと会社に届いた時点から、何とス
ムーズに発送できていることか！（自画自賛）
　こんな個人的事情で歴
史を語り、ごめんなさい。
　これからも『F I N E 
PLACE』は進化していく
ことと思います。フレ～フ
レ～FP!!
（かしむら）

　こんにちは。本紙のデザインを担当している
ニヤットデザインのマリです。早いもので、『FINE 
PLACE』リニューアルから２年が経ちました！私と
ナルシマさんとの出会いは、私が制作した守谷市
や取手市のカフェのフライヤーなどに目を留めてい
ただいたことがきっかけでした。
　それから、本紙の他にもナルシマさんの現場
シートやトートバッグなど色々
な物を制作させていただき、ご
縁に感謝しています。
　ニヤットデザインは
今月で6周年、これか
らも地域の皆様との
つながりを大切にし
ながら、細くながーく
続けていけたらいい
なと思います。

表紙
裏話

　ご新築以前のK様のお住まいは、建売住宅の借家でした。「無
駄な部屋があって使いづらかったので、新しい家は個室を極力なく
して、開放的な空間にしました」とおっしゃる奥様。「個室は2階の
主寝室だけ。普通に言うと1LDKだね」とご主人も笑います。3人の
お子様も2階の大空間に机を並べ、個々のお部屋はありませんでし
た。奥様は受験期が気がかりだったそうですが、「小さい頃から変
わらず仲が良くて、問題なしでした」と、結局仕切りさえしなかった
とのこと。ご長男は北海道、ご次男は沖縄、そしてご三男は茨城の
大学に進学され、上のお二人は既に社会人。学生時代からしょっ
ちゅう帰省しては、以前と変わらず卓球やゲームを楽しんでいま
す。3人とも学生生活を通じて料理を覚えたそうで、「毎日の食事
支度の大変さがわかったよ。お母さん、ありがとう」と真顔で言わ
れて、思わずウルウル。今では夕食をつくってくれたり、庭づくりを
手伝ってくれています。「家族仲良しの秘訣は？」と伺うと、「家中
どこにいても心地よくて、家族の気配を感じる暮らしが当たり前に
なると、お互いを思いやる気持ちも育つのでしょう」とご主人。「み
んなこの家が大好きで、愛着があるんです。家は暮らしそのもので
すから、家も家族もずっと大切にしたいと思うようになりますね」
と、奥様からも嬉しいお言葉を。K様、ありがとうございます！

懐かしい写真を持って、専務成島久美子が

訪問。先月に引き続きK様の建築当時の思

い出や、現在の暮らしぶりをご紹介します。

どこにいても快適な大空間が
仲良し家族の幸せを守り続ける。思い出ア

ルバム
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 K様
 FPの家
築19年

新築当時のご家族。
お子様は上から10歳、6歳、2歳でした。

1階は個室のない大空間。玄関を入ると端から端まで
見渡せるので初めて来た方はみんな驚くそう。

コロナ禍の運動不足解消のためにルーム
ランナーを導入。ピアノとキーボードは奥
様とお子様が弾いています。

2003年

2022年

2003年

2008年当時の絵日記より

私と
『FINE PLACE』


